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WRO概要
１）WRO(World Robot Olympiad)とは

WROは自律型ロボットによる国際的なロボットコンテストです。
世界中の子どもたちが各々ロボットを製作し、プログラムにより自動制御す
る技術を競うコンテストで、市販ロボットキットを利用することで、参加し
やすく、科学技術を身近に体験できる場を提供するとともに、国際交流も行
われます。

２）WRO開催の目的
World Robot Olympiad brings together young people all over the world 
to develop their creativity & problem solving skills through challenging 
& educational robot competitions. 
（教育的なロボット競技への挑戦を通じて、彼らの創造性と問題解決力を育成します。）

«１» 創造性と問題解決力を養おう
教育的なロボット競技への挑戦を通じて、創造性と問題解決力育成を目的としています。
科学技術への関心・意欲の向上、ものづくり人材の育成も目標となっています。

«２» チームワークでコミュニケーション力もUP
WROでは小学生から高校生までの子どもたちがチーム（子ども２～3名とコーチ１名）を組

んで競技に参加します。 仲間と共にロボットを組立て、コースをいかに速く、正確に走るか、
それをどう実現していくかアイディアを出し合いプログラム開発をし、各種競技に挑戦し、競
技タイムやロボットデザインを競い合います。

«３» 先端科学技術を体験する
ロボットは、メカトロニクス、通信、コンピュータ技術の集積体です。パソコンの画面に向

かうだけでなく、ロボットを作り、プログラムし、動かすことで、子どもたちは先端科学技術
に直に触れることができます。
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WROのあゆみ
１）WRO開催の経緯

2004年、シンガポール国立サイエンス・センターの発案により、13ヶ国が参
加して第一回WROが開催されました。そこから18年が経ち、現在は85ヶ国に
まで広がっています。
日本では、産学の有志によりWRO Japan実行委員会が組織され、財）科学技

術振興財団(科学技術館）の協力を得て、ロボット、組込みシステムをテーマと
した子どもたちの科学技術への興味意欲の向上、ものづくり人材育成を目的と
して2004年より活動を開始し、第１回WROシンガポール大会から参加してい
ます。

２）日本国内大会の広がり
2004年に9地区の予選会から始まったWRO日本国内大会は、現在40予選会に

拡大、各地区での予選会を突破したチームが全国大会に出場します。

3）WROの国際的な広がり
2022年はドイツ・ドルトムントで開催します。85か国7万5千人以上が参加

する大会となっています。
アジアを中心として発展したＷＲＯは、
中近東、ヨーロッパ、北米・南米、
アフリカへと広がっています。
市販ロボットキット、ソフトウェアを
使用するので、専門環境がなくても
参加しやすい大会で、小学生から高校
生（高専生）と幅広く参加者がいます。 3



RoboSports競技について
１）競技の概要
今年から新たに「ロボスポーツ」として開催
します（昨年度までFootball）。ロボスポー
ツ最初の年は、ダブルテニスを模した競技に
なります。今まで無かったカメラセンサーで
ボールをとらえ、状況を判断することが求め
られるようになりました。ボールの位置、自
分の位置、味方や相手の位置などにより対応
すべき行動が異なってきます。リアルタイム
で変化する状況でも対応できるロボットを作
ることで、子どもたちの創造性や課題解決力
を育成する競技内容となっています。
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写真はFootball競技

2）国内大会の現状
ロボスポーツ（旧Football）競技はその場その場での子どもたちの判断が

求められ、これからの社会で必要とされる思考力や課題解決力を身に付ける
ことができる教育的価値の高い競技であることから、NPO法人WRO Japan
の中にRoboSports（旧Football）競技実行委員会を設置し開催していま
す。

2017年にエキシビションとして開催しましたが、 2018年に本格開催に
となり、優勝チームはタイで行われた国際大会に出場しました。

2019年では参加チームを広く集めるため、西日本、東日本の2か所で同時
開催し、2チームの国際派遣（コスタリカ）を行っています。2020年はコロ
ナ禍のため全国大会、国際大会ともに中止しましたが、2021年はコロナ対
策をしながらも全国の小中高生が参加する大会を開催することができました。

2022年は国際大会もドイツ・ドルトムントで開催され、日本代表チーム
を派遣する予定です。ご支援を賜りますようお願い申し上げます。



WRO Japan 2022
RoboSprots(予定)【開催概要】

名 称：WRO Japan 2022 RoboSports 西日本大会
運 営：WRO RoboSports競技実行委員会
主 催：NPO法人 WRO Japan
日 時：令和4年7月17日(日)～18日（月）9時〜17時
会 場：東大阪市商工会議所（大阪府東大阪市永和２丁目１−１）

名 称：WRO Japan 2022 RoboSports 東日本大会
運 営：WRO RoboSports競技実行委員会
主 催：NPO法人 WRO Japan  （共催予定：大田区産業振興協会）
日 時：令和4年7月23日(土)～7月24日（日）9時〜17時
会 場：HANEDA INNOVATION CITY（東京都大田区羽田空港１丁目１−
４）

【参加チーム】
最大32チーム100名（小学生～高校生）
※国際大会（ドイツ・ドルトムント）への代表チーム(1チーム)を決定する
ため の決戦大会を別途行う予定です。

【国際大会】
形式：リアル（ドイツのコロナ禍の対応によりオンラインの可能性あり）
日程：令和4年11月17日(木)～19日（土）
テーマ：My Robot My Friend
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スポンサーメリット
未来を担う子ども達に、学びと挑戦の機会を提供したいと考えていま
す。御社の社会貢献としてぜひご支援をお願いします。

※これ以外、7月初旬締め切り

名称 Gold Silver Bronze Green

金額 30万円 15万円 5万円 2万円

WROJ公式サイトロゴ掲載
（リンク付き）

○ ○ ○ ―

カテゴリ別大会ポスターロゴ掲載
（※5月末締切）

○ ○ ○ 名前掲載

カテゴリ別大会パンフレット

ロゴ掲載 ○ ○ ○ 名前掲載

広告掲載（A4/カラー） 1/2p 1/4p 1/8p ―

カテゴリ別大会当日

ゼッケン・ロゴ掲載 ○ ― ― ―

会場内看板・バックボードロゴ掲載 ○ ○ ― ―

車検台周囲等ロゴ掲載 ○ ○ ○ ―
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WRO RoboSports カテゴリスポンサー以外にも、ナショナルスポンサーもあ
ります。詳しくは、WRO Japan 公式ホームページの「スポンサー募集」をご
覧ください。

SDGs 4 ：仕事に関係する技術や能力を持った若者を育てる
SDGs 9 ：研究や技術開発する人材を増やす
WRO 開催目的にあるように「教育的なロボット競技への挑戦
を通じて、創造性と問題解決力育成」を目指します。このよう
な大会への挑戦を通じて、子供たちが科学技術への関心・意欲
の向上、ものづくり人材の育成がはかれると考えています。



提供メニュー
• 公式HPにロゴ＆リンク • パンフレットロゴ&広告

• バックボード• コート周り

• ゼッケン • 会社紹介（動画）

• 特別賞（来賓社による授与）



実績（2021年）
【スポンサー】

ゴールド：因幡電機産業株式会社 BM Comp​
シルバー：柊ソフト開発 コマス 西日本電気保安事務所

ブロンズ：太陽機械商事 あかしや 本家菊屋 プログラボ

【開催協力】

東大阪市商工会議所 HANEDA×PiO（大田区産業振興協会）

※日本の東西モノづくり中心地で開催にあたり、ご協力頂きました

【来賓】

西日本：
松川るい様ご代理（参議院議員）

塩川憲史様（大阪府議会議員東大阪市選出）

東日本：
石田昌宏様（参議院議員）

伊藤和弘様（前大田区議会議員）

【ロボット講習会】

日時：6月26日（土）10時~16時
場所：日本工学院専門学校

内容：Football競技の入門講座
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